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１。学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ
明る＜楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し
心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ
暖かい家庭と村をつくります。。
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佐井村へき地保育所開設（牛滝）

四
月
四
日
、
牛
滝
交
流
促

進
セ
ン
タ
ー
で
待
望
の
佐
井

村
へ
き
地
保
育
所
の
開
所
・

入
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
入
所
児
童
十
四
名

（
未
就
学
児
童
五
名
、
就
学

児
童
九
名
）
と
保
母
さ
ん
が

村
長
並
び
に
来
賓
か
ら
激
励

を
受

け
ま

し
た
。
地
域
に

と
っ
て
念
願
の
開
所
で
あ
り

「
地
域
が
協
力
し
、
健
康
で

良
い
子
を
育
て
次
代
を
担
う

立
派
な
大
人
に
育
っ
て
欲
し

い
」
と
の
関
係
者
一
同
の
願

い
を
察
し
た
の
か
、
元
気
は

つ
ら
つ
と
し
た
児
童
の
歓
声

が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

赤十字の里づくり推進大会

三
月
二
十
三
日
、
ア
ル
ザ

ス
に
お
い
て
、
村
内
外
か
ら

亘

二
十
名
が
集
い
「
よ
み
が

え
れ

北
の
輝
き

赤
十
字

の
心
に
生
き
た
医
師

三
上

剛
太
郎
物
語
」
の
出
版
を
記

念
し
て
赤
十
字
の
異

づ
く
り

推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
大
会
は
大
き
く
変
動

す
る
社
会
の
中
で
、
村
民
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う

博
愛
精
神
の
高
揚
と
文
化
の

薫
り
高
く
、
い
き
い
き
と
し

た
村
を
創
造
す
る
た
め
に
、

「
赤
十
字
の
里
づ
く
り
」
の
普

及
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。

ノ ナ カ ゴ 漁 解 禁 ！

「
本
日
の
ウ
ニ
の
仕
切
単

価
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ａ
、
一
万
五
千
円

Ｂ
、
一
万
円
」

と
い
う
放
送
が
気
に
な
る
今

日
こ
の
頃
。

今
年
の
ノ
ナ
篭
漁
も
四
月

一
日
に
解
禁
と
な
り
、
村
内

各
地
の
浜
で
は
、
朝
か
ら
ノ

ナ
む
き
を
す
る
人
た
ち
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

例
年
よ
り
値
段
も
高
く
、
水

揚
げ
も
例
年
よ
り
多
く
な
る

よ
う
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
こ
う
な
ご
漁

も
始
ま
る
の
で
、
体
に
気
を

つ
け
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

稲 荷 神 社 祭 典 （福浦）

四

月

十

日

、

福

浦

地

区

生

活

改

善

セ

ン

タ

ー

で

、

稲

荷

神

社

祭

典

・
大

漁

祈

願

・
転

任

教

員

歓

迎

祝

賀

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

当

日

は

、
「

福

浦

の

歌

舞

伎

」

が

上

演

さ

れ

る

こ

と

も

あ

り

、

テ

レ

ビ

局

や

新

聞

社

も

取

材

に

来

る

な

ど

、

百

名

余

り

の

方

が

参

加

し

盛

大

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

今

回

上

演

さ

れ

た

義

経

千

本

桜

は

、

毎

年

一

回

し

か

上

演

さ

れ

な

い

と

い

う

貴

重

な

も

の

で

し

た

。
そ

の

他

二

二
番

旻

。

い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

太

閤

記

、

一

ノ

谷

嫩

軍

記

が

上

演

さ

れ

ま

し

た

。

村の中での 話題、できごと、

情報などをお待ちしています。

佐井村役場 企画調整課

広報担当までどうぞ。
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元

気

い

っ

ぱ

い

の

入

学

式

＝
新
一
年
生
二
十
八
人
誕
生
＝

管
内
の
小
学
校
で
、
四
月
七
日

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
春
、
福
浦
小
で
新
入
生
が
ゼ

ロ
。
原
田
小
が
四
人
、
佐
井
小
が

十
六
人
、
磯
谷
小
が
二
人
、
長
後

小
が
一
人
、
牛
滝
小
が
五
人
と
、

二
十
八
人
の
新
一
年
生
が
誕
生
。

年
々
児
童
数
が
減
る
中
、
見
守
る

父
母
の
温
か
い
眼
差
し
を
う
け
、

過
疎
を
跳
ね
の
け
る
よ
う
に
元
気

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

今
日
、
帰
っ
た
ら
何
し
て
遊
ぶ
？

話
し
て
い
る
人
は

誰
か
な
ア
～
。

少
し
大
人
に
な
っ
た

私
た
ち
を
見
て
下
さ
い
。

新
し
い
服
に
そ
で
を
通
し
、

少
し
緊
張
ぎ
み
の
新
一
年
生
。



佐

井

小

学

校
さとう だいきおおた ゆうとかわぎし かずときのした さやか

たけうち さとこにった たかしひぐち ひろのりみぞえ ちづる

おおた あやくどう たくやしまの こうすけながしま ひろし

はたけなか えりやなぎや かほわだ よしみなかむら あきら



磯

谷

小

学

校
にった だいきまつもと かなえ

牛

滝

小

学

校

さかい たいちたけうち あや

たけうち みさとのむら ようこはせがわ まみ

長

後

小

学

校
おおいし あやこ

原

田

小

学

校
きべ ゆうたきべ あやかさとう けいたたけうち かずひろ



こ
ん
に
ち
は
／
・

社

会

福

祉

協

議

会

で
す

（
第
十
七
号
）

去
る
三
月
二
十

八
日
開
催
の
評
議

員
会
で
平
成
九
年

度
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
的

確
に
質
の
よ

い

サ
ー
ビ
ス
を
安
心

し
て
気
軽
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
る

体
制
整
備
と
、
暖

か
い
思
い
や
り
と

連
帯
感
に
満
ち
た

住
民
参
加
型
の
地

域
福
祉
活
動
の
充

実
発
展
に
努
め
る

こ
と
を
基
本
方
針

と
し
、
次
の
事
業

を
行
い
ま
す
。

『

地
域
福
祉
事
業

凵
』福
祉
活
動
専
門
員
設
置

口
企
画
・
広
報

甲

心
配
ご
と
相
談
所
運
営

四
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

㈲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及

二
、
共
同
募
金
配
分
金
事
業

Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成

凵
福
祉
団
体
育
成
援
助

三
、
高
額
療
養
費
貸
付
事
業

四
、
受
託
事
業
の
推
進

一
鬥
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

口

咼
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
事
業

日
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
派

遣
事
業

四
福
祉
安
心
電
話
管
理
運
営
事

業
㈲
生
活
福
祉
資
金
貸
付
業
務

収 入

支 出

防

災

訓

練

去
る
四
月
十
一
日
、
春
の
火
災

予
防
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て
、
テ

ィ

ー
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
居
住
棟

入
居
者
、
あ
す
な
ろ
職
員
を
対
象

に
総
合
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。避
難
訓

練
で
は
、
利
用
者

の

方
々
も
職
員
も
落
ち
着
い
て
行
動

で
き
て
お
り
、
少
な
い
な
が
ら
も

定
期
的
に
訓
練
を
行
っ
て
き
た
成

果
が
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

消
防
分
署
長
か
ら
、
避
難
経
路
、

風
向
き
を
考
慮
に
入
れ
る
よ
う
に

と
の
講
評
が
あ
り
、
次
回
訓
練
で

は
そ
の
こ
と
も
留
意

し
て
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。



お

元

気

で

す

が

出

稼

耆

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ

ん
、
現
地
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

出
稼
先
か
ら
の
お
便
り

早
い
も
の
で
二
月
も
あ
っ
と
言

う
間
に
過
ぎ
、
今
日
か
ら
三
月
で

す
が
今
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
た

め
宿
舎
で
待
期
し
て

い
ま
し
た

が
、
今
連
絡
が
あ
り
レ
ッ
カ
ー
が

来
る
の
で
八
時
半
頃
現
場
に
出
な

け
れ
ば
、
と
い
う
事
で
す
。

つ
き
ま
し
て
去
る
八
日
に
家
を

出
て
九
日
に
浜
岡
の
比
木
の
寮
に

入
り
、
十
日
午
前
中
仕
事
を
し
た

ら
午
後
か
ら
三
課
の
川
口
課
長
か

ら
こ
ち
ら
の
方
に
行
っ
て
く
れ
な

い
か
と
の
事
で
、
夕
方
五
時
半
に

こ
ち
ら
に
来
ま
し
た
。

今
居
る
新
飛
、
本
川
根
町
（
静

岡
県
）
の
千
頭
と
言
う
所
で
、
近

く
に
中
部
電
力
の
営
業
所
や
長
島

ダ
ム
作
業
所
の
宿
舎
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
現
場
は
、
宿
舎
か
ら
三
十
分
く

ら
い
車
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
所
に
あ
り
ま
す
。
梅
地
ト
ン
ネ

ル
と
言
う
現
場
で
、
私
達
の
仕
事

は
出
口
の
方
の
外
仕
事
で
出
口
か

ら
三
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
所
に

ち
ょ
っ
と
し
た
川
が
あ
り
、
そ
の

川
に
ア
ー
チ
カ
ル
パ
ー
ト
と
言
う

川
の
流
れ
る
ト
ン
ネ
ル
を
作
り
、

そ
の
上
に
道
路
を
作
る
仕
事
で
ビ

デ
足
場
六
十
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
二

段
組
み
三
回
に
分
け
て
ベ
ー
ス
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
ま
す
が
二
回

打
ち
ま
し
て
昨
日
七
時
頃
ま
で
鉄

筋
組
み
が
終
り
、
来
る
五
日
に
三

回
目
の
コ
ン
ク
リ
ー
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
達
の
仕
事
場
は
、
出
口
か
ら

五
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
先
ま
で

あ
り
ま
し
て
、
水
路
工
事
や
カ
ル

パ
ー
ト
や
コ
ル
ゲ
ー
ト
や
直
径

一
・
五

メ
ー
ト

ル
ぐ

ら

い
の

ヒ
ュ
ー
ム
管
入
れ
も
あ
り
ま
す
。

い
つ
頃
ま
で
い
る
か
解
り
ま
せ

ん
が
、
原
発
の
仕
事
が
出
れ
ば
又

浜
岡
の
方
に
帰
る
よ
う
に
な
る
ら

し
い
で
す
。
そ
れ
と
十
五
・
十
六

日
の
二
日
間
、
玉
掛
の
講
習
に
大

東
町
の
商
工
会
館
へ
行
っ
て
来
ま

し
た
。
ま
だ
終
了
証
を
も
ら
っ
て

い
ま
せ
ん
。

又
、
二
十
三
日
の
休
日
は
、
長

島
ダ
ム
の
見
学
へ
行
っ
て
来
ま
し

た
。
私
達
が
来
た
頃
は
現
場
に
も

雪
が
あ
り
ま
し
て
下
北
の
方
で
あ

き
る
ほ
ど
雪
を
見
て
来
だ
の
に
静

岡
で
雪
を
見
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
と
言
っ
て
笑
わ
れ
ま
し
た
。

今
度
の
休
み
に
は
寸
又
峡
の
方

へ
行
っ
て
来
よ
う
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
は
七
百

メ
ー
ト
ル
程
で
十
二
日
貫
通
す
る

そ
う
で
十
一
丁

十
三
日
に
連
休
に

な
る
ら
し
い
で
す
。
加
藤
秀
美

三

月
一
日
記
）

第１９回
佐井村小学生卓球大会
第２７回

佐井村卓球選手権大会

３月 ２日、佐井中学校体育館を

会場に、両大会が開催され、団体戦、

個人戦、ダブルスに熱戦が繰り広げ

られました。

結果は次のとおりです。

■
小
学
生
卓
球
大
会

団
体
戦

優

勝

佐
井
小
学
校
Ａ

第
二
位

佐
井
小
学
校
Ｂ

第
三
位

原
田
小
学
校
Ａ

々

牛
滝
小
学
校

個
人
戦

三
年
生
以
下
男
子

優

勝

坂
井

雄
輔

牛
滝

第
二
位

竹
内

貴
宏

原
田

第
三
位

金
沢

和
也

ク

ク

松
本

純
介

÷

三
年
生
以
下
女
子

優

勝

坂
井

遙

牛
滝

第
二
位

長
谷
川
希
美

ク

第
三
位

丹
藤

聡
子

原
田

÷

荒
川

千
春

牛
滝

四
年
生
男
子

優

勝

坂
井

祐
太

牛
滝

第
二
位

田
中

強

佐
井

第
三
位

須
藤

哲
也

ク

ク

坪
谷

政
人

々

四
年
生
女
子

優

勝

山
田

千
里

佐
井

第
二
位

和
田

郁
美

佐
井

第
三
位

奥
本
さ
と
み

ク

ク

田
名
部
要
恵

ク

五
年
生
男
子

優

勝

菊
池

清
春

佐
井

第
二
位

藤
田

啓
介

原
田

第
三
位

金
沢

智
克

ク

ク

池
田
貴
亜
樹

ク

五
年
生
女
子

優

勝

太
田

園
香

佐
井

第
二
位

竹
内

亜
貴

々

第
三
位

佐
藤
香
織
理

〃

ク

石
戸

絵
美

〃

六
年
生
男
子

優

勝

福
田

祥
久

佐
井

第
二
位

坂
井

健
人

牛
滝

第
三
位

宮
部

正
徳

々

ク

竹
内

学

々

六
年
生
女
子

優

勝

岡
村
奈
緒
美

佐
井

第
二
位

山
田

泉

々

第
三
位

山
本

裕
子

〃

”

田
中

洋
子

々

一
般
団
体
戦

優

勝

中
道
ボ
ッ
チ
ー
ズ

第
二
位

稲
中
卓
球
部

第
三
位

フ
ァ
三

リ
ー

ク

伝
説
チ
ー
ム

一
般
ダ
ブ
ル
ス

優

勝

小
笠
原
・
宮
澤
組

第
二
位

若
山
・
坂
本
組

第
三
位

間
山
・
松
林
組

々

紀
伊
・
館
脇
組



保 健 邱

だ よ リ

健康は

自分でつくる

女

性
の
時
代

。

い
つ
ま
で

も
輝

く
た
め
に

今
は
女
性
の
時
代
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
人
生
八
〇
年
時
代
、
女

性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
変
化
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
現

代
の
生
活
習
慣
が
主
な
原
因
で
起

こ
る
成
人
病
が
増
え
、
健
康
に
不

安
が
あ
る
た
め
に
、
せ
っ
か
く
の

「
輝
き
」
を
実
現
で
き
な
い
女
性

が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

女
性
だ
か
ら

受
け
て
ほ
し
い
健
康
診
断

健
康
診
断
は
健
康
を
守
る
た
め

に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
。
で
も
、

主
婦
な
ど
女
性
の
方
は
都
合
が
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
て
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

成
人
病
は
自
覚
症
状
が
で
る
こ
ろ

に
は
完
治
が
難
し
い
ほ
ど
進
行
し

て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
「
わ
た
し
の
か
ら
だ
を
守
る

の
は
、
わ
か
し
自
身
な
ん
だ
」
と

自
覚
し
て
、
あ
と
ま
わ
し
に
し
た

り
せ
ず
異
常
の
早
期
発
見
の
た
め

に
、
最
低
で
も
一
年
に
一
回
は
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

女
性
は
三
〇
歳
が
検
診
年

齢

女
性
は
乳

が
ん
や
子
宮

が
ん
と

い
っ
た
婦
人
病
が
あ
り
、
三
〇
歳

か
ら
特
に
発
病
率
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
三
〇
歳
か
ら
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

最
近
、
が
ん
で
治
療
さ
れ
る
方

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
村
で

は
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま

す

が
、
毎
年
精
検
者
の
中
か
ら
約
二

人
の
が
ん
患
者
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
早
期
発
見
に
よ
り
、
現
在

も
元
気
に
働
い
て
い
る
方
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

村
の
死
亡
状
況
を
み
る
と
、
全

国
と
同
様
が
ん
で
死
亡
す
る
人
が

一
番
多
く
、
毎
年
全
死
亡
の
約
三

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
七
年
度
の
が
ん
の
死
亡
内
訳
を

み
る
と
胃
が
ん
、
気
管
支
及
び
肺

が
ん
で
各
々
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
し
た
。

今
や
す
べ
て
の
が
ん
が
不
治
の

病
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

が
ん
を
早
期
発
見
し
、
早
期
治
療

す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
自
分

の
か
ら
だ
に
関
心
を
持
ち
、
定
期

検
診
を
受
け

る
こ
と

が
大
切

で

す
。
面
倒
く
さ
が
ら
ず
、
恥
ず
か

し
が
ら
ず
、
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
た
め
に
も
、
必
ず
定
期
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

佐 井 村 の 死 因 別 死 亡 割 合

～平成７年度青森県衛生統計年報より～



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

交 通 安 全 指 導

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
て
黄
色

い
帽
子

が
似
合
う
新
一
年
生
が
元

気
に
登
校
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
母
の
会
で
は
、
新
入

学
児
童
が
交
通
事
故
に
合
わ
な
い

よ
う
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
活

動
し
て
い
ま
す
。

○
交
通
安
全
（

ガ
キ
の
配
布

（
新
一
年
生
対
象
）

○
新
一
年
生
へ
の
安
全
歩
行
指
導

・
学
校
の
往
復
、
横
継
歩
道
、
交

差
点
等

（
三
月
三
十
日
）

○
母
の
会
の
手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト

を
神
社
で
御
祈
檮
（
四
月
三
日
）

○
新
入
学
児
童
の
家
庭
訪
問

・
マ
ス
コ
ッ
ト
、
信
号

ベ
コ
モ
チ
、

足
型
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
、
反
射

材
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布

（
四
月
六
日
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
に
は
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
登

校
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
母

の
会
で
は
交
通
安
全
を
願
っ
て
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

福 浦 交 通 信 号 機 設 置
福
浦
地
区

内
の
国
道
交

差

点
に
信
号

機
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
信
号
機
は
、
木
村
県

知
事
が
来
村
さ
れ
た
と
き
、

地
元
の
お
母
さ
ん
方
か
ら
の

要
望
に
応
え
、
急
き
よ
青
森

県
で
工

事
を
し
取
り
付
け
し

た
も
の
で
す
。

甘

万
機
は
、
国
道
を
横
断

し
よ
う
と
す
る
歩
行
者
や
車

両
を
感
知
し
、
自
動
的
に
変

わ

る
も
の
で
す
。

作
動
式
に
は
、
福
浦
小
中

学
校
児
童
・
生
徒
の
ほ
か
、

地
元
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
。

「
信
号
機
を
過
信
せ
ず
、
交

通
十
‐
ル
を
き
ち
ん
と
守
り
、

交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ

う
」
誓

い
合
い
ま
し
た
。

四
月
六
日
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
の
初
日
匸

父
通
安
全
対

策
協
議
会
か
ら
六
名
、
交
通
安

全
母

の
会
か
ら
六
名
と
役
場
か

ら
二
名
合
同
で
、
本
村
か
ら
牛

滝
ま
で
の
国
道
沿

い
の
カ
ー
ブ

ミ
ラ

ー
百
四

十
基
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
塩
と
土

ぼ
こ
り
で

汚

れ
た
ミ
ラ

ー
も
輝
き
を
取

り

戻
し
、
参
加
者
一
同
改
め
て
交

通
安
全
を
願

い
ま
し
た
。

カーブミラー清掃

地 域 交 通 安 全 活 動 推 進 委 員
本
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
、

青
森
県
公
安
委
員
会
は
大
間

警
察
署
管
内
在
住
者
三
名
に

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進

委
員
は
、
道
路
交
通
法
百
十

四
条
の
五
に
基
づ
く
も
の
で

す
が
、

そ
の
活
動
は
、

○
道
路
に
お
け
る
適
正
な
車

両
の
駐
車
や
道
路
の
使
用
の

方
法
に
つ
い
て
住
民
の
理
解

を
深
め
る
こ
と

○
そ
の
他
交
通
の
安
全
と
円

滑
を
図
る
こ
と

等

こ
の
た
め
街
頭
に
お
け
る

チ
ラ
シ
配
布
、
企
業
・
商
店

街
自
治
体
等
へ
の
働
き
掛
け

や
実
施
調
査
等
の
活
動
を
行

い
ま
す
の
で
、
住
民
の
方
々

の
御
理
解
、
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
当
署
管
内
の
地
域

交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

は
。大

間

町

高
橋

慶
男

佐

井

村

島
野

芳
弘

風
間
浦
村

飯
田

浩
一

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。



新
し
く
転
任
さ
れ
て
き
た

先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す

佐
井
小
学
校

教 頭

さいとう よしとし
齊 藤 吉 俊

唐 牛 小 より

教 諭

ささがわ ちから
笹 川 力

北 海 道 より

教 諭

おおやなぎ み き
大 柳 美 樹

小田野沢小より

養護教諭

ふるはたかな み
古畑佳 奈美

蛇浦小より

佐
井
中
学
校

教 頭

いし た てるみつ
石 田 照 光

関 根 中 より

教諭

なかむらし づこ
中村 志津 子

田名部中より

教 諭

た がわ じゅん
田 川 淳

大 室平 中より

教 諭

なかた ひとし
中 田 均

小田野沢中より

磯
谷
小
中
学
校

校長

こさか ただお
小 坂 忠 夫

市野沢小より

愆 ７

ら ただし
中 村 正

五戸小より

教諭

たがわゆ みこ
田 川由 美 子

田名部中より

講 師

きく ち りゅういち

菊 池 隆
一

新 採 用

事務
でんぽう
伝法さつき

新採用

原
田
小
学
校

教 頭

なかの わたりやすこ
中 野 渡 靖 子

尻 屋 小 より

教 諭

き せん としこ
気 仙 俊 子

関 根 橋小 より

長
後
小
中
学
校

校 長

ちくた おさむ
筑 田 理

大 室平 中 より

教頭

はちのへ ひでお
八戸 秀男

南部中より

教 諭

まつはし ゆ き こ
松 橋 由 起 子

第一田名部小より

養護教諭

くどうなおこ
工藤 奈央 子

新採用

講 師

その だ まさひと
其 田 真 人

南 部 中より

福
浦
小
中
学
校

教 頭

さ とう ひろゆき
佐 藤 寛 幸

関 根小 より

教 諭

やなぎ や としひこ
柳 谷 利 彦

畑 中 より

教 諭

なかむら ひさこ
中 村 久 子

風間浦中より

教諭

しぶかわまい こ
澁川 麻衣 子

新採用

牛
滝
小
中
学
校

校 長

さいとう ひろお
斉 藤 弘 夫

南 部 中 より

教頭

あ べ としお
阿 部 俊 夫

白糠小より

教 諭

ひら い じょうじ

平 井 丈 士

田 名 部 中 より

養 護 教 諭

こ ばやし なおみ
小 林 直 美

尻 労小 より

ヤ ‰
。。

斉藤 暁子

大畑小より

教諭

たねいち ゅうこ
種 市 優子

大湊中より

講 師

さ とう のりひさ
佐 藤 裕 央

新 採 用



はじめまして
本年度、新たに採用された

職員、転勤して来た職員を紹

介します。

よろしくお願いします。

山本 稔

佐井消防分署長

地域住民に愛される消防をめ
ざし、微力ですが仕事をさせて
頂きます。
よろしくお願いします。

田名部直仁

教育委員会
社会教育課

微力ですが佐井村のために頑
張りますので、ご指導の程お願
いします。

加 藤 久 美 子

住民福祉課

在宅介護支援センター

皆さんのお役に立てるよう、
一生懸命頑張りますので、どう

ぞよろしくお願いします。

中村 美徳

佐井診療所所長

この度、診療所で働くことに

なりました。
弱輩ものですが頑張りますの
で、どうぞよろしくお願いしま
す。
日頃、感じていることなどが
ありましたら、気軽にお話し下

さい。皆さんに親しまれる医者
になれるように頑張ります。

田 中 み ゆ き

社会福祉協議会

この度、デイサービス看護婦
として働くことになりました。
佐井村の皆さんに早く憶えられ

る様に頑張ります。

瀬 原 富 貴 子

社会福祉協議会

４月１日から、寮母として働
くことになりました。福祉の心
を大切に頑張りますのでよろし
くお願いします。



お知らせ

コーナー

佐

井

診

療

所

臨

時

職

員

募
集
し
ま
す

■
募
集
人
員

臨
時
看
護
婦
（
士
）
一
名

■
応
募
資
格

看
護
婦
（
士
）
准
看
護
婦
（
士
）

■
雇
用
期
間

平
成
九
年
七
月
一
日
か
ら

平
成
九
年
十
一
月
三
十
日

一

提
出
書
類

・
履
歴
書

・
健
康
診
断
書

■
試
験
日
、
試
験
科
目

平
成
九
年
六
月
二
十
四
日

午
前
九
時

面
接

■
試
験
場
所

役
場
第
二
委
員
会
室

■
賃

金

一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン

タ
１
職
員
の
給
与
の
取
扱
要
綱

に

よ

り

ま

す

。

■

応

募

方

法

平

成

九

年

六

月
二

十

日

（
金

）

ま

で
、

佐

井

診

療

所

に
提

出

し

て
下

さ

い

。

■

問

合

せ

佐
井

診
療

所
事

務

局

昔
⑨
ｎ
乙
ｎ
乙
６

１

基

準

地

等

に

係

る

路

線

価

等

公

開
に

つ

い

て

固

定

資

産

の

評
価

額

に

つ

い

て

は

、
三

年

に

一

度

の

評

価

替

に

よ

り

評

価

の
見

直

し

が
行

わ

れ

る
事

に
な

っ

て

い
ま

す

。

平

成

九

年

度

は

、

評

価

替

年

度

に

な
り

ま
す

が
次

の
と

お
り

評

価

額

を
公

開

し
ま

す

。

二

大

佐
井

仲

町

通
り

一

九

。

一

〇
〇

円

二

、

大

佐

井

浜

町

通

り

一

四

。

九

〇

〇
円

三

、

古

佐

井

川

原

町

通

り

二

言

七

〇

〇

円

四

、
古

佐

井

大

瀬

戸
付

近

二

二

三

〇

〇

円

五

、

大
佐

井

新
町

通
り
八

。
三

〇

〇
円

六

、

糠

森

大

佐

井

橋

付

近

七

。
二

〇

〇
円

七

、
古

佐

井

大

町

通

り

六

。

九

〇

〇
円

八
、
糠
森
役
場
付
近六
。
三
〇
〇
円

九
、
古
佐
井
川
目
保
育
所
付
近

六
、
二
〇
〇
円

十
、
大
佐
井
診
療
所
付
近

五
。
六
〇
〇
円

古
、
八
幡
宮
付
近
五
。
七
〇
〇
円

主
、
古
佐
井
黒
岩
橋
付
近

四
。
五
〇
〇
円

吉
、
原
田
漁
協
支
所
付
近

四
。
一
〇
〇
円

十四
、
湯
ノ
川
越
青
年
会
館
付
近

三
。
九
〇
〇
円

盂
、
川
目
橋
付
近
三
。
三
〇
〇
円

実
、
磯
谷
旧
集
会
所
付
近

三
。
五
〇
〇
円

十
七
、
長
後
郵
便
局
付
近
二
。
九
〇
〇
円

夫
、
福
浦
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

付
近

二
。
八
〇
〇
円

尭
、
牛
滝
小
中
学
校
付
近

二
。
二
〇
〇
円

手
、
野
平
海
峡
ラ
イ
ン
入
口
付
近

二

八
〇
〇
円はがき記入例

第

２１

回

全

国

育

樹

祭

参
加
者
募
集

青
森
県
で
は
今
年
九
月
二
十
八

日
に
青
森
市
合
子
沢
を
会
場
に
、

約
一
万
人
が
参
加
し
て
、
緑
豊
か

で
住
み
良
い
活
力
あ
る
郷
半
づ
く

り
を
目
指
し
「
伝
え
よ
う
、
世
界

へ
未
来
へ
青
い
森
」
を
大
会
テ
ー

マ
に
開
催
す
る
全
国
育
樹
祭
の
参

加
者
を
県
民
か
ら
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
要
領

・
応
募
条
件
は
、
小
学
生
以
上
の

県
内
在
住
者
（
小
・
中
学
生
が

応
募
の
場
合
は
父
兄
等
の
同
伴

を
条
件
と
し
ま
す
）
。

ご
家
族
で
参
加
を
希
望
す
る
場

合
は
、
一
家
族
二
名
以
内
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
往
復
は
が
き
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

・
応
募
は
一
人
（
一
家
族
）
一
通

に
隕
り
ま
す
。

・
抽
選
で
一
千
名
の
皆
様
を
ご
招

待
致
し
ま
す
。

・
当
日
は
早
朝
の
出
発
と
な
り
、

事
務
局
指
定
の
集
合
場
所
と
会

場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
合
せ

〒
０
３
０
－

７
０

青
森
県
農
林
部
林
政
課
内

全
国
育
樹
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

「
公
募
招
待
者
募
集
」
係

登
○
一
七
七
－

七
三
－

九
六
七
六

○
募
集
期
間

五
月
一
日

（
木
）
～

五
月
三
十
一
日
（
土
）

当
日
消
印
有
効

○
発
表
返
信
用
は
が
き
で
結
果
を
お
知

ら
せ
し
、
当
選
者
に
は
後
日
、

招
待
状
を
送
付
し
ま
す
。



空

き

缶

拾

い

毎
年
、
原
田
同
友
会
（
会
長
萬

谷
安
雄
）
は
、
原
田
地
区
か
ら
大

間
町
の
境
界
ま
で
を
、
春
の
清
掃

行
事
と
し
て
車
か
ら
投
げ
捨
て
ら

れ
る
空
き
缶
拾
い
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
四
月
六
日
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
ゴ
ミ
袋
二
十
個
ほ
ど
回

収
さ
れ
、
運
転
者
の
マ
ナ
ー
の
悪

さ
に
は
ほ
と
ほ
と
あ
き
れ
て
お
り

交
通
事
故
の
回
避
か
ら
も
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
ほ
し
い
と
同
友
会
一
同

念
願
し
て
お
り
ま
し
た
。

青

空
赤
十

字

フ

ェ
ス

タ

９７

開
催
さ
れ
ま
す

＝
五
月
八
日
の

赤
十
字
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
＝

日
赤
青
森
県
支
部
で
は
五
月
八

日
の
世
界
赤
十
字
デ
ー
の
周
知
を

図
り
、
赤
十
字
事
業
を
よ
り
多
く

の
県
民
に
し
っ
て
も
ら
お
う
と
、

五
月
八
日
（
木
）
の
十
時
か
ら
三

時
ま
で
、
青
い
森
公
園
お
よ
び
日

赤
県
支

部
を
会
場
に
イ

ベ
ン
ト

「
青
空
赤
十
字
フ
ェ
ス
タ
鍜
」
を

開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
始
め
、
医
療
・
健
康
相

談
、
介
護
用
品
展
示
、
災
害
非
常

食
体
験
、
日
本
赤
十
字
社
グ
ッ
ズ

販
売
、
小
児
リ
（

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
相
談
、
協
力
者
に
は
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
献
血

体
験
、
救
急
法
実
技
体
験
な
ど
。

ま
た
、
「
手
縫
い
の
赤
十
字
旗
」

で
知
ら
れ
る
佐
井
村
出
身
の
三
上

剛
太
郎
医
師
の
特
別
展
を
開
催
、

日
露
戦
争
の
最
中
、
七
四
名
の
負

傷
兵
の
生
命
を
救
っ
た
赤
十
字
旗

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

○
問
合
せ

日
本
赤
十
字
社

青
森
県
支
部
組
織
振
興
課

昔
０
１
７
７
⑩
２
０
１
Ｔ

年

金

手

帳

大

切

に

年
金
手
帳
は
、
は
じ
め
て
国
民

年
金
や
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し

た
と
き
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
年
金

手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
号
番

号
は
、
あ
な
た
の
加
入
記
録
な
ど

を
管
理
す
る
た
め
の
、
一
生
を
通

し
て
変
わ
ら
な
い
も
の
で
す
の
で
、

犬
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

転
職
な
ど
に
よ
り
、
加
入
す
る

年
金
制
度
が
変
わ
る
場
合
に
は
、

市
町
村
役
場
や
会
社
に
年
金
手
帳

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
九
年
一
月
か
ら
、
基
礎
年

金
番
号
制
が
導
入
さ
れ
、
新
年
金

手
帳
は
従
来
の
オ
レ
ン
ジ
色
か
ら

青
色
に
変
わ
り
ま
し
た
。

新
年
金
手
帳
に
は
、
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
の
加
入
記
録
を
自
分

で
記
入
す
る
欄
が
あ
り
ま
す
。
将

来
、
年
金
を
請
求
す
る
と
き
の
た

め
に
、
加
入
す
る
制
度
が
変
わ
っ

た
場
合
に
は
、
忘
れ
ず
に
記
録
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ

の
他
に
も
加
入
者
本
人
が
届
出
手

続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

が
、
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
く
読
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

従
来
か
ら
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
年

金
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
も
、
昨

年
暮
れ
に
送
付
さ
れ
た
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
と
と
も
に
、
大
切
に

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

献

血

お

知

ら
せ

村
内
に
お
け
る
献
血
活
動
に
つ

い
て
は
、
日
頃
か
ら
皆
さ
ん
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く

ぉ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
移
動
採
血
車
の
巡
回
の

日
程
が
決
ま
り
、
献
血
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
愛
の
献
血
、
よ
ろ
し

く
ぉ
願
い
し
ま
す
。

日
時

五
月
二
十
九
日
（
木
）

九
時
半
か
ら
正
午
ま
で

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

場
所

ア
ル
ザ
ス
前

自

衛

官

募

集

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

■
種
目

二
等
陸
・
海
・
空
士

■
受
付
／
切

五
月
十
六
日

一

応
募
資
格

十
八
才
以
上

二
十
七
才
未
満
男
子

一

試
験
日

五
月
二
十
一
日

一

合
格
発
表

六
月
一
一
十
五
日

■
入
隊

七
月
下
旬
（
採
用
予
定

通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

一

問
合
せ

自
衛
隊
青
森
地
方

連
絡
部
む
っ
募
集
事
務
所

ａ
⑤
７
４
８
４

村

勢

要

覧

一
九
九
六
年

版
の
村

勢
要
覧

が
完

成
し

ま
し

た

（
写
真
）
。
購
入

希
望

の
方
に
は
、
一
部

二

五
四
五
円
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

要
覧
は
Ａ

４
判
、
六
十
四

ペ
ー
ジ

か
ら
な
っ
て
お
り

、
箭
根
森
八
幡
宮

物
語
を
は
じ
め
、
産
業

・
環
境
、
保

健
・
福
祉
、
教
育
・
文
化

な
ど
住
民

生
活
に
密
着
し

た
テ
ー
マ
や
、
仏
ヶ

浦
紀
行
、
三
上
剛
太
郎

の
赤
十
字
旗

秘
話
を
も
と
に
し

た
「
赤
十
字

の
里

づ
く
り
」
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

役
場
企
画
調
整
課

容
⑩
ｎ
乙
１
１
１



満一纛おめでとうＸＩ
司

館

脇

ま

り

な

ち
ゃ
ん

（
繁
樹
・
里
美
）
矢
越

彑

二
戸

咎

人

ち
ゃ
ん

（
良
太
・
良
江
）
大
佐
井

可

東

出

桃

子

ち
ゃ
ん

（
守
男
・
祐
子
）
古
佐
井

司

宮

川

樹

ち
ゃ
ん

（
鉄
也
・
明
子
）
大
佐
井

商業統計調査
都道府県 市区町村 卸売・小売業

通商 産 業 省

５月下旬から調査員がお伺いしますので
ご協力下さい。

戸籍の窓口
４月１５日現在
－

○お誕生おめでとう

Ｈヨ 中 臭 玖 征 喜）福 浦

岡 本 唯 （一 隆）大佐井

若 山 京 輔 （秀 己）古佐井

○ご結婚おめでとう

（庄 司 和 哉 秋田県

若 山 伊久子 古佐井

（横 浜 晴 彦 大佐井

石 黒 久 子 原 田

（松 谷 比佐志 大佐井

太 田 統 子 古佐井

Ｏおくやみ申し上げます

木 下 はつゑ （弘 晃）矢 越

正 村 正 秀 （たけ子）大佐井

田 中 恵 一 （ 勲 ）矢 越

川 谷 繁 雄 （ハ ル）川 目

瀧 本 正 （一 正）長 後

※個人のプライバシーを尊重する意味で掲載

してほしくない方は届出の際、係に申し出

て下さい。

佐 井 村 の 人 口 ３月３１日現在

男 １，６４ ９ （－３９）

女 １，６７７ （－１７）

計 ３ ，３２ ６ （－５６）

世帯 数 １，０８ ５ （－２８）

（ ）内は前月比
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